
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時 2026年 11月 21日（土）13:30～15:30 

  

２ 会 場 県立図書館２階 

研修ホール    

                

３ 受講定員 １００名 

                    

４ 講 師                                  

那賀 教史 氏 

（宮崎民俗学会会長）  

 

５  その他  

⑴受講料は無料です。 

 ⑵事前の申込み不要で、受付は 

当日会場で行います。 

 

 
 
 

現在、日本国内で伝承される神楽のユネスコ無形文化遺産への登録申請が

進められており、宮崎県内の神楽にも関心が高まっています。神楽を継承す

る人々は、これからの神楽にどんな願いを描いているのでしょうか。 

そこで、神楽の歴史と県内の神楽について概略を説明します。次に各地に

伝わる神楽について、神楽大祭を迎えるまでの人々の取組や番付にみる神楽

の世界を紹介します。また、願いを託する神々や見学者への「もてなしの

心」を考察していきます。 

最後に、ユネスコ無形文化遺産登録の国内提案候補に選定された喜びと、

代々受け継がれていく神楽のこれからについて皆さんと一緒に考えてみたい

と思います。 

今回は、神楽を主催する人、支える人、それから鑑賞する人の思いにふれ

ながら、神楽文化の価値とその姿を見て考えていく講座となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

‘26 年度宮崎県文化講座 第 3 回 
「宮崎の神楽～神楽文化の 

心にふれて～」 

 

 

問い合わせ先 情報提供課 郷土情報担当 

Tel：０９８５－２９－２９５４  

 

（銀鏡神楽の面様迎え） 


